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以下の通り表記に誤りがありました。ご迷惑をおかけしましたことを訂正してお詫び申し上げます。

該当刷
ページ

該当箇所 【誤】 【正】

初版～3刷
p.15

初版～5刷
p.16

剰余群を作る 剰余類を作る

初版～3刷
p.29

4行目

初版～6刷
p.46

下から7行目 要素の個数が有限個 元の個数が有限個

初版～3刷
p.49

下から9行目

初版～6刷
p.52

1行目

初版～6刷
p.57

4行目

初版～3刷
p.57

下から6行目

〃 下から5行目

初級～6刷
p.58

下から3～6行目

初版～3刷
p.60

本文 8行目

〃 下から3行目 孫氏 孫子

初版～3刷
p.68

見出し

初版～3刷
p.69

9行目 既約剰余類 既約剰余類群

初版～3刷
p.70

下の枠内
見出し

〃 〃

初版～3刷
p.71

13行目 〃 〃

初版～2刷
p.71

下から2行目

初版～3刷
p.72

枠内
見出し

既約剰余類 既約剰余類群

初版～3刷
p.80

本文6行目

初版～3刷
p.82

下から11行目 ②は

4 23・34・52 8 22・33・5

2 ÷ 1 = 0 2 ÷ 1 = 2⋯0

8 𝑍 ∕ 𝑝𝑛𝑍𝑍 ∕ 𝑝𝑍

𝑣 が生成する 𝜎 が生成する

𝑎 + 𝑏 3≡ 𝑎3+ 𝑏3 ，

𝑎 + 𝑏 5≡ 𝑎5+ 𝑏5

𝑦 = 13 𝑦 = 23

𝑍 ∕ 𝑝𝑍 𝑍 ∕ 𝑝𝑛𝑍

𝑍 ∕ 𝑝𝑍 𝑍 ∕ 𝑝𝑍 ∗

②の両辺を𝑚乗すると，

𝑎 + 𝑏 3= 𝑎3+ 𝑏3 ，

𝑎 + 𝑏 5= 𝑎5+ 𝑏5

2

ത4, ഥ8に対応する4, 8に対応する

((𝜎𝑑𝑑)−1𝜎𝑑𝑞)𝜎𝑟 = (𝜎𝑑𝑞)−1 ((𝜎𝑑𝑞)−1𝜎𝑑𝑞)𝜎𝑟 = (𝜎𝑑𝑞)−1

よって，𝑝で割った余りが𝑎，𝑞で

割った余りが𝑏となるような数は，

0から𝑝𝑞 − 1までに1個以下しか

ないことが分かりました。

つまり，0から𝑝𝑞 − 1までの𝑝𝑞

個の数のうち，𝑝で割った余りと

𝑞で割った余りの両方が一致す

るような2数はありません。

よって，0から𝑝𝑞 − 1までの 𝑝𝑞

個の数のうち，𝑝で割った余りと

𝑞で割った余りの両方が一致す

るような2数はありません。

つまり，𝑝で割った余りが𝑎，𝑞

で割った余りが𝑏となるような数

は，0から𝑝𝑞 − 1までに1個以下

しかないことが分かりました。
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初版～3刷
p.82

下から7行目 ②の左辺を ②の両辺を

初版～3刷
p.83

下から8行目

初版～3刷
p.88

6行目

初版～6刷
p.88

13行目 2 の指数は (-1) の指数は

初版～4刷
p.91

下から6行目 これに，2を掛けたもの これに，-1を掛けたもの

初版～4刷
p.91

下から5行目

初版～4刷
p.91

下から2行目 4 と 2 を用いて 4 と -1 を用いて

初版～4刷
p.91

最終行

初版～4刷
p.92

4行目

初版～4刷
p.92

(証明）
1行目

初版～3刷
p.92

下から3行目

初版～4刷
p.94

8行目

初版～4刷
p.94

10～11行目

4刷～7刷
p.94

12～15行目

26 ≡ −1 ，23 ≡－4 ，11，17，14，
2，8，5，20

2，8，5，20，26，23，11，17，14

4𝑖2𝑗 4𝑖 −1 𝑗

4𝑖2𝑗 4𝑖 −1 𝑗

𝑔を 𝑍/𝑝𝑍 ∗の原始根とすると，
定理1.15(i)より，mod𝑝で見て

ℎを 𝑍/𝑝𝑍 ∗の原始根とします。
このとき，ℎのmod𝑝𝑛での位数を
𝑚とします。ℎ𝑚 ≡ 1 mod𝑝𝑛 より，

ℎ𝑚 ≡ 1 mod𝑝 で，ℎのmod𝑝での

位数が𝑝 − 1ですから，𝑚は

𝑝 − 1で割り切れます。
𝑚 = 𝑠 𝑝 − 1 とします。すると，ℎ𝑠の

mod𝑝𝑛での位数は𝑝 − 1です。
ここで，𝑔 = ℎ𝑠とおきます。

𝑍/𝑝𝑍 ∗の原始根を𝑔とするとき， 𝑔をうまく選ぶと，

はすべて異なります。これは
mod𝑝𝑛で見たときもすべて

異なります。なぜなら，もしも

𝑎 ≡ 𝑏 mod𝑝𝑛 であれば，

𝑎 ≡ 𝑏 mod𝑝 となるからです。

は，ℎで表すと指数がすべて

𝑚 = 𝑠 𝑝 − 1 以下ですから，

mod𝑝𝑛で見てすべて異なり
ます。もちろん，mod𝑝で見

たときもすべて異なります。

また，𝑝𝑟 は また，𝑞𝑠 は

7 → ത2 ，ത0 7 → ത2 ，ത1

1 + 𝑝 1 = 1 + 𝑝1 1 + 𝑝 1 ≡ 1 + 𝑝1

すると，ℎ𝑠のmod𝑝𝑛での位数は𝑝 − 1

です。ここで 𝑔 = ℎ𝑠とおきます。

1，𝑔，𝑔2，⋯，𝑔𝑝−2

は，ℎ で表すと指数がすべて𝑚 =

𝑠 𝑝 − 1 以下ですから，mod𝑝𝑛で見て

すべて異なります。もちろん、mod𝑝で

見たときもすべて異なります。

また， ത1, തℎ,⋯ , ℎ𝑚−1 mod𝑝𝑛 は位数𝑚

の巡回群であり， 𝑍 ∕ 𝑝𝑛𝑍 ∗の部分群で

すから，𝑚は定理2.4より 𝑍 ∕ 𝑝𝑛𝑍 ∗の位

数𝑝𝑛−1 𝑝 − 1 の約数です。ですから，

𝑚 は，𝑚 = 𝑠 𝑝 − 1 , 𝑠 = 𝑝𝑎 𝑎 ≦ 𝑛 − 1

とおくことができます。𝑔 = ℎ𝑠とおくと，

𝑠 = 𝑝𝑎 は𝑝 − 1で割って1余りますから，

ҧ𝑔 はmod𝑝 の原始根となります。
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初版～4刷
p.95

14～17行目 削除

初版～4刷
p.95

下から8～7行目

初版～5刷
p.104

見出し 剰余群を作る 剰余類を作る

初版～6刷
p.104

見出し（赤字） 一般の剰余群 一般の剰余類

初版～5刷
p.105～115

右ページ
右上

部分群から剰余群を作る 部分群から剰余類を作る

初版～3刷
p.113

最終行

初版～6刷
p.115

証明
5行目

初版～3刷
p.115

下の枠内
見出し

剰余類の単位元 剰余群の単位元

初版～3刷
p.123

図

初版～3刷
p.127～129

p.127下から11行目
～p.129の最後

after 127-129 （PDFファイル）

初版～3刷
p.127

11行目

～6刷
p.129

2行目

初版～3刷
p.132

7行目

初版～5刷
p.134

最終行 （問 2.5　終わり） （問 2.6　終わり）

初版～5刷
p.139

図　右の円
v'
e

G'
e'

初版～5刷
p.142

7行目

初版～3刷
p.142

枠内 1行目

初版～3刷
p.143

下から10行目

初版～6刷
p.150

9行目

初版～3刷
p.175

図中
（2箇所）

初版～3刷
p.177

下の図中

𝑔のmod𝑝𝑛での位数を
𝑚とします。𝑔𝑚 ≡ 1 mod𝑝𝑛 より，

ℎ𝑚 ≡ 1 mod𝑝 で，𝑔のmod𝑝での

位数が𝑝 − 1ですから，𝑚は

𝑝 − 1で割り切れます。
𝑚 = 𝑠 𝑝 − 1 とします。すると，𝑔𝑠の

mod𝑝𝑛での位数は𝑝 − 1です。

𝑝 + 1 𝑔𝑠の位数が𝑝𝑛−1 𝑝 − 1

になります。 𝑝 + 1 𝑔𝑠は～

𝑝 + 1 𝑔 の位数が𝑝𝑛−1 𝑝 − 1

になります。 𝑝 + 1 𝑔 は～

（赤字の） 𝜏 𝜏𝐴3

（赤字の） 𝜎2𝑉 𝜎𝑉

𝑍6/𝑍 への 𝑍/6𝑍 への

𝜏𝜏𝜎2 = 𝜎2 𝜏𝜏𝜎 = 𝜎

𝜎2𝛼 ∙ 𝜏𝛼𝛽 = 𝜏𝜎2 𝜎2𝛼 ∙ 𝜏𝜎𝛽 = 𝜏𝜎2

𝑔 𝑖𝐻 と 𝑔 𝑗𝐻 の積は
𝑔 𝑖𝐻 と 𝑔 𝑗𝐻 の積を集合どうしの

掛け算として計算するとは

𝜎2, 𝜎6 , 𝜎8 , 𝜎11 𝜎2, 𝜎5 , 𝜎8 , 𝜎11

2𝑍/6𝑍 への 𝑍/6𝑍 への

= ෪𝑓 𝑥𝑁 𝑓(𝑦𝑁)を = ෪𝑓 𝑥𝑁 ෪𝑓 (𝑦𝑁)を

𝐺 → 𝑍 ∕ 𝑛𝑍 ＊ 𝐺 → 𝑍 ∕ 𝑚𝑍 ＊

𝐷3 ≅ 𝐷3 =

𝑔′𝑗
−1𝑔𝑗 𝐻 = 𝑒𝐻 = 𝐻 𝑔′𝑗

−1𝑔𝑗 𝐻 = 𝐻
↑

①

https://www.beret.co.jp/errata/pdf/book487_after_127-129.pdf
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初版～5刷
p.180

（証明）
1行目

初版～3刷
p.182

6行目 定理2.15（i) 定理2.15（ア)

初版～3刷
p.188

下から7行目 巡回群の次数が 巡回群の位数が

初版～3刷
p.196

下から3行目

初版～5刷
p.197

2行目

初版～6刷
p.216

見出し（赤字）

初版～3刷
p.216

下から3行目

初版～3刷
p.217

図中

初版～3刷
p.218

下から3行目

初版～6刷
p.218

最終行

初版～3刷
p.219

7～8行目

初版～3刷
p.219

下から5行目

初版～3刷
p.223

1のn乗根
の枠内

4.6, 4.7, 4.8, 4.10 4.6, 4.7, 4.8, 4.11

初版～7刷
p.240

6～7行目

初版～3刷
p.247

上の枠内

〃
（証明）
4行目

初版～6刷
p.252

本文 4行目 5以上の方程式 5次以上の方程式

初版～6刷
p.266

上の枠内

初版～7刷
p.266

上の枠の下
5～6行目

初版～3刷
p.266

下の枠内

𝑥(𝑥𝑦 + 𝑥𝑧⋯ × (𝑥𝑦 + 𝑥𝑧⋯

素な 𝑝 について 素な素数 𝑝 について

𝑄 𝑥 ∕ 𝑝 𝑥 𝑄 𝑥 ∕ (𝑝 𝑥 )

3𝑥3 + 𝑥 − 7 3𝑥3 + 𝑥2 − 7

𝛸 𝑥 𝑥2 + 𝑥 + 1 𝛸 𝑥2 + 𝑥 + 1 𝑥

𝑋 𝑥 𝑥2 + 𝑥 + 1 + 𝑌 𝑥 𝑥 − 1 𝑥2 + 𝑥 + 1 − 1
= 𝑋 𝑥 + 𝑥 − 1 𝑌 𝑥 𝑥2 + 𝑥 + 1 − 𝑌 𝑥

𝑥2 + 𝑥 + 1 𝑋 𝑥 + 𝑥2 + 𝑥 + 1 𝑥 − 1 − 1 𝑌 𝑥
= 𝑥2 + 𝑥 + 1 𝑋 𝑥 + 𝑥 − 1 𝑌 𝑥 − 𝑌 𝑥

𝑋 𝑥 𝑥2 + 𝑥 + 1 + 𝑌 𝑥 𝑥3 − 2 = 𝑥 + 2 𝑥2 + 𝑥 + 1 𝑋 𝑥 + 𝑥3 − 2 𝑌 𝑥 = 𝑥 + 2

1 ≦ 𝑖 ≦ 𝑛 − 1のとき，



𝑘=0

𝑛−1

𝜁𝑘𝑖 = 1 + 𝜁𝑖 + 𝜁2𝑖 +⋯+ 𝜁 𝑛−1 𝑖 = 0

1 ≦ 𝑗 ≦ 𝑛 − 1のとき，



𝑘=0

𝑛−1

𝜁𝑘𝑗 = 1 + 𝜁𝑗 + 𝜁2𝑗 +⋯+ 𝜁 𝑛−1 𝑗 = 0

𝑥 = 𝜁𝑖 1 ≦ 𝑖 ≦ 𝑛 − 1 𝑥 = 𝜁𝑗 1 ≦ 𝑗 ≦ 𝑛 − 1

計算すると 𝑥6𝑦4𝑧3𝑤 は 計算すると 𝑥6𝑦4𝑧3𝑤 は

𝑄[𝑥] ∕ (𝑓 𝑥 ) 𝑄[𝑥] ∕ (𝑝 𝑥 )

𝑋 𝑥 𝑥2 + 𝑥 + 1 + 𝑌 𝑥
𝑥3 − 2 = 𝑥 + 2

𝑥2 + 𝑥 + 1 𝑋 𝑥 + 𝑥3 − 2
𝑌 𝑥 = 𝑥 + 2

𝑎1，𝑎2， ⋯ ，𝑎𝑛 を 𝑎 ，𝑎1，𝑎2， ⋯ ，𝑎𝑛 を

−1 + 3 を極表示すると，

−1 + 3 = 2 cos 120° + 𝑖 sin 120°

−1 + 3 𝑖 を極表示すると，

−1 + 3 𝑖 = 2 cos 120° + 𝑖 sin 120°

5次以上の対称群 𝑆𝑛 5次以上の交代群𝐴𝑛

2 1 を2回使って，

𝑎1+ 𝑎2 +⋯+ 𝑎𝑛 𝑝 ≡ 𝑎1 + 𝑎2+

⋯+ 𝑎𝑛 ≡ 𝑎1
𝑝 + 𝑎2

𝑝 +⋯+ 𝑎𝑛
𝑝

左辺を多項定理で展開すると，

𝑎1𝑞1 𝑎2
𝑞2⋯ 𝑎𝑛𝑞𝑛の係数は，多項係数

𝑝!

𝑞1! 𝑞2! ⋯ 𝑞𝑛!
になります。 𝑞1, 𝑞2, ⋯ , 𝑞𝑛の

すべてが𝑝未満のとき，多項係数は

𝑝で割り切れますから，mod𝑝で見て

右辺の項だけが残ります。
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初版～7刷
p.267

下から10行目
赤字部分

定理 4.17(2) 定理 4.17(2) の証明と同様

初版～3刷
p.270

7行目

初版～6刷
p.285

3行目

初版～6刷
p.288

4行目

初版～3刷
p.290

3行目

〃
5行目

（2箇所）

〃 6行目

初版～3刷
p.291

枠内
見出し

剰余類群と 剰余群と

初版～3刷
p.292

本文
2行目、4行目

初版～3刷
p.297

2行目

初版～6刷
p.298

下から8行目

初版～3刷
p.300

12行目 積の方は次数下げをして示します

初版～3刷
p.302

15行目

初版～6刷
p.302

下から2行目

初版～3刷
p.327

下の図中

初版～6刷
p.327

〃

初版～3刷
p.330

下から11行目

初版～3刷
p.345

下から7行目

初版～3刷
p.352～354

p.352の10行目
～p.354の最後

after 352-354 （PDFファイル）

～6刷
p.353

下から2行目

初版～7刷
p.354

12行目

〃 下から3行目

初版～2刷
p.355～359

定理5.21～定理
5.22

before 355-359　(PDFファイル） after 355-359　(PDFファイル）

初版～6刷
p.357

9行目

𝑝1，𝑛 ですから 𝑝1，𝑛 = 1ですから

𝑓 𝑥 − 𝑔 𝑥 𝑔 𝑥 − ℎ 𝑥

𝑓 𝑥 = 𝑔 𝑥 𝑔 𝑥 = ℎ 𝑥

𝑓 𝑥 と 𝑔 𝑥 𝑔 𝑥 と ℎ 𝑥

𝜎𝑒 = 𝑒𝜎 = 𝑒 𝜎𝑒 = 𝑒𝜎 = 𝜎

𝑓 𝑥 𝑓 𝑥 = 0

𝜎 𝜎 は 𝜎 𝛼 は

積の方は，𝑔 𝛼 ℎ 𝛼 のままだと𝛼の

次数が高くて𝜎の対応を使うことがで

きないので，次数下げをします。

𝜎 による 𝛼 の移り先 𝜎 による
3
2 の移り先

𝜎 𝜎 = 𝛽 = 𝛼2 − 2 𝜎 𝛼 = 𝛽 = 𝛼2 − 2

𝑚 𝑥 𝑔 𝑥 + 𝑛 𝑥 𝑓 𝑥 = 1 𝑔 𝑥 𝑚 𝑥 + 𝑓 𝑥 𝑛 𝑥 = 1

𝑎3 − 2 という 𝑎3 − 2 = 0 という

𝑖 = 1，2，⋯，3 𝑖 = 1，2，⋯，𝑛

𝜎 𝑟 = 𝜎 = 𝑟2 − 2 𝜎 𝑟 = 𝛼 = 𝑟2 − 2

𝑄
3
2 𝜔 ，

6
2 𝛼 𝑄

3
2 ，

6
2

𝑟1 𝛼 𝑦 + 𝑟0 𝑎 𝑟1 𝛼 𝑦 + 𝑟0 𝛼

𝑔 𝑥 も 𝛼 の 𝑓 𝑥 も 𝛼 の

𝑄 ∕ 𝑥3 − 2 を 𝑄 𝑥 ∕ 𝑥3 − 2 を

～
6
2 ～

6
2 𝛼

(
6
2 ) (

6
2α )

https://www.beret.co.jp/errata/pdf/book487_after_352-354.pdf
https://www.beret.co.jp/errata/pdf/book487_before_355-359.pdf
https://www.beret.co.jp/errata/pdf/book487_after_355-359.pdf
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3刷～6刷
p.358

枠内
3行目

初版～3刷
p.379

右下の図
赤い丸枠の中

初版～3刷
p.382

2行目

初版～3刷
p.382

4行目

初版～3刷
p.384

（証明）
2行目

〃 最終行

4刷～6刷
p.384

〃

初版～3刷
p.387

枠内
下から2行目

初版～3刷
p.390

9行目

初版～6刷
p.391

1行目

〃 下から5行目 s次線形空間 s次元線形空間

初版～6刷
p.392

下から11行目

初版・第2刷
p.393

下から2行目

初版・第2刷
p.393

下から2行目

初版・第2刷
p.394

1行目

初版・第2刷
p.394

図の中

初版～6刷
p.394

下から7行目

初版・第2刷
p.395

下から11行目と
下から8行目
（式中5箇所）

初版・第2刷
p.395

下から6行目～5行
目

初版～6刷
p.396

下から11行目

初版～3刷
p.398

本文 1行目 定義 5.6のくだり 定義 5.8のくだり

初版～3刷
p.404

下から4行目

初版～3刷
p.406

6行目

初版・第2刷
p.407

14行目

𝑔𝑖 𝑥 = 0𝑔 𝑥 = 0

𝛽1 = 𝛽, 𝛽2, … , 𝛽𝑛 𝛽𝑖1, 𝛽𝑖2, … , 𝛽𝑖𝑛

𝜎𝑖𝑗 𝛽 = 𝛽𝑗 𝜎𝑖𝑗 𝛽 = 𝛽𝑖𝑗

𝛽1, … , 𝛽𝑗 , … , 𝛽𝑛 𝛽𝑖1, … , 𝛽𝑖𝑗, … , 𝛽𝑖𝑛

𝑔 𝑥 = 0の解を𝛽1 = 𝛽, 𝛽2, … , 𝛽𝑛
とします。

𝑔𝑖 𝑥 = 0の解を𝛽𝑖1, 𝛽𝑖2, … , 𝛽𝑖𝑛
とします。

𝛽𝑖 𝛽1𝑖

𝛽1, 𝛽2, … , 𝛽𝑛 𝛽11, 𝛽12, … , 𝛽1𝑛

𝑄 𝛼 に含まれることである。
𝑄 𝛼 に含まれるときで，このとき

𝑄 𝛼1 = 𝑄 𝛼2 = ⋯ = 𝑄 𝛼𝑛
となります。

𝜎𝑖 𝛼 = 𝛼𝑖 1 ≦ 𝑖 ≦ 𝑛 である。 𝜎𝑖 𝛼 = 𝛼𝑖 1 ≦ 𝑖 ≦ 𝑛 です。

𝜎 は𝑀 𝛽 から 𝜎𝑖 は𝑀 𝛽 から

𝜎𝑖 𝛼𝑖 𝜎2 𝛼2

最小多項式の次数を 最小多項式 𝑝 𝑥 の次数を

𝑔 𝑥 の係数 𝜃 の𝑄上の多項式

𝐺 = Gal 𝐿/𝑀 𝐺 = Gal 𝐿/𝑄

𝑄 2 𝑖 𝑄
4
2 𝑖

𝜎−1 𝜏𝛼 は 𝜎−1 𝜏𝜎 は

𝑔 𝑥 の係数の現れる 𝑔 𝑥 の係数に現れる

𝑃 𝑥 𝜃 の𝑄上の多項式

𝑢𝑗 1，2，⋯，𝑚 𝑢𝑗 𝑗 = 1，2，⋯，𝑚

𝜎1𝑖 𝛼 = 𝛼 であり，𝑗 ≠ 1 のとき，𝜎𝑗𝑖 𝛼 =

𝛼𝑗 ≠ 𝛼 です。𝜎1𝑖 𝛼 = 𝛼 で

𝜎1𝑗 𝛼 = 𝛼 であり，𝑖 ≠ 1 のとき，𝜎𝑖𝑗 𝛼 =

𝛼𝑖 ≠ 𝛼 です。𝜎1𝑗 𝛼 = 𝛼 で

中間体𝑀 に 中間体𝑴 に

𝐻′は 𝑳の元に 𝐻′は𝑴の元に



『ガロア理論の頂を踏む』　正誤表
2022/6/14 現在

初版・第2刷
p.407

16行目

初版・第2刷
p.407

図の中

初版～3刷
p.409

3行目～5行目の
横あたりに赤字の

解説を追加

 追加→

初版～3刷
p.411

1番上の枠内 問 6.19 問 6.23

初版～5刷
p.411

下から3行目 可解群である 可解群である」

初版～6刷
p.416

下から
1行目～2行目

初版～3刷
p.417

3行目

〃 5行目

〃 下から9行目

初版～5刷
p.421

下から10行目

初版～3刷
p.426

下から3行目

初版～6刷
p.430

3行目

初版～6刷
p.443

2行目右の図

初版～6刷
p.449

8行目 なっていないのかを仕組みを なっていないのか仕組みを

初版～3刷
p.454

6行目

初版～6刷
p.454

下から5行目

初版～3刷
p.455

下から3行目 既約剰余類 既約剰余類群

【誤】

12～13行目 【正】
初版～8刷

p.445

とします。 とします。

𝛽1, … , 𝛽𝑗 , … , 𝛽𝑛 𝛽𝑖1, … , 𝛽𝑖𝑗 , … , 𝛽𝑖𝑛

𝜎𝑖𝑗 𝛽 = 𝛽𝑗 𝜎𝑖𝑗 𝛽 = 𝛽𝑖𝑗

Gの元として，𝜎𝑖1と𝜎𝑗1の積は𝜎𝑖1𝜎𝑗1なの

で，Mに作用する自己同型写像として

見ても， 𝜎𝑖1|𝑀𝜎𝑗1|𝑀 = 𝜎𝑖1𝜎𝑗1|𝑀

𝑥𝑠𝑡 − 1 = 𝑥𝑡 𝑠 − 1 = 𝑋𝑠 − 1

= ෑ

0≦𝑘≦𝑠−1

𝑋 − 𝜁𝑘 = ෑ

0≦𝑘≦𝑠−1

𝑥𝑡 − 𝜁𝑘

𝑥𝑠𝑡 − 1 = 𝑥𝑠 𝑡 − 1 = 𝑋𝑡 − 1

= ෑ

0≦𝑘≦𝑡−1

𝑋 − 𝜁𝑘 = ෑ

0≦𝑘≦𝑡−1

𝑥𝑠 − 𝜁𝑘

𝜂 𝑙 𝑡
𝜁𝑘 0 ≦ 𝑘 ≦ 𝑠 − 1，0 ≦ 𝑙 ≦ 𝑡 − 1

𝑠
𝜁𝑘 𝜂 𝑙 0 ≦ 𝑙 ≦ 𝑠 − 1，0 ≦ 𝑘 ≦ 𝑡 − 1

1の原始 𝑛 − 1根を 1の原始 𝑛 − 1乗根を

−
𝑞

2
+

𝑞2

4
+

𝑝3

27
−
𝑞

2
−

𝑞2

4
+

𝑝3

27

𝜎𝑗𝜎𝑖 𝜁 = 𝜎𝑗 𝜎𝑖 𝜁 = 𝜎𝑗 𝜁𝑖

= (𝜎𝑗(𝜁))
𝑖 = (𝜁𝑗)𝑖 = 𝜁𝑖𝑗

𝜎𝑖𝜎𝑗 𝜁 = 𝜎𝑖 𝜎𝑗 𝜁 = 𝜎𝑖 𝜁
𝑗

= (𝜎𝑖(𝜁))
𝑗 = (𝜁𝑖)𝑗 = 𝜁𝑖𝑗

𝜔5 + 𝜔2 5 + 𝜔3 5 ++ 𝜔4 5 ~ 𝜔5 + 𝜔2 5 + 𝜔3 5 + 𝜔4 5 ~

1の𝑠 乗根を𝜁
1の𝑡 乗根を𝜂

1の原始 𝑠乗根を𝜁
1の原始 𝑡 乗根を𝜂

𝑄 𝜃，𝛼 ，𝑄 𝜃 = 3 𝑄 𝜃，𝛼 ：𝑄 𝜃 = 3

𝜎4 𝜁 = 𝜎 𝜎3 𝜁 𝜎4 𝜁 = 𝜎 𝜎3 𝜁

定理5.36より，Gal 𝑴/𝑸 ≅ 𝑆4/ 𝛼 であり，

|Gal 𝑴/𝑸 | = |𝑆4/ 𝛼 | = 12
定理5.28

𝑴:𝑸 = 12⋯⋯⑧

定理5.31，定理5.34より， Q (s，t，u)：M = |Gal(Q (s，t，u)/M )|=| 𝛼 | = 2

定理5.28より， Q (s，t，u)：Q = |S4| = 24 また，定理5.32より，

Q (s，t，u)：M 𝑴:𝑸 = Q (s，t，u)：Q = 24なので， 𝑴:𝑸 =12⋯⋯⑧
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初版～3刷
p.456

6行目

〃 7行目

〃 8行目

初版～3刷
p.458

下から9行目

初版～3刷
p.458

下から4行目

初版～6刷
p.459

9行目

初版～3刷
p.459

上の枠下
2行目

初版～6刷
p.460

13行目 1の原始 5乗根を

初版～6刷
p.462

2行目

初版～6刷
p.468

3行目

初版～6刷
p.470

下から12行目

初版～6刷
p.476

枠内
3行目

初版～3刷
p.476

（証明）
1行目

既約方程式 既約多項式

初版～3刷
p.484

7行目

初版～3刷
p.485

下から7行目 　　　　　　（文頭の）　，…， 削除

初版～6刷
p.486

上の枠内
1行目

初版～3刷
p.492

13行目

〃 下から8～5行目

初版～3刷
p.493

6～8行目

初版～3刷
p.493

9～11行目

〃 下から4～2行目

𝜁13 𝜁13，𝜁15

𝜎𝑖
9 15

3 + 1 𝜎𝑖
15
3 + 1

𝐺の元には， 定理4.3より，𝐺の元には，

𝜎𝑗𝜎𝑖 𝜁 = 𝜎𝑗(𝜎𝑖 𝜁 ) = 𝜎𝑗(𝜁
𝑖)

= (𝜎𝑗(𝜁))
𝑖 = (𝜁𝑗)𝑖 = 𝜁𝑖𝑗

𝜎𝑖𝜎𝑗 𝜁 = 𝜎𝑖(𝜎𝑗 𝜁 ) = 𝜎𝑖(𝜁
𝑗)

= (𝜎𝑖(𝜁))
𝑗 = (𝜁𝑖)𝑗 = 𝜁𝑖𝑗

𝜎𝑗 と𝜎𝑖 の積を 𝜎𝑗𝜎𝑖 = 𝜎𝑗𝑖 𝜎𝑖 と𝜎𝑗 の積を 𝜎𝑖𝜎𝑗 = 𝜎𝑖𝑗

𝜎𝑗𝑖 𝜎𝑖𝑗

𝜎𝑖 𝜁 = 𝜁5⋀𝑖 です。𝑖 に 𝜎𝑗 𝜁 = 𝜁5⋀𝑗 です。 𝑗 に

× 𝑍/5𝑍 × 𝑍/5𝑍 ∗

これを 𝜎 としましょう。すると，

𝜎 𝛼1 = 𝛼2, 𝜎 𝛼2 = 𝛼1, 𝜎 𝛼3
= 𝛼3, 𝜎 𝛼4 = 𝛼4, 𝜎 𝛼5 = 𝛼5

𝜎に対応する

これを 𝜏 としましょう。すると，

↑ 𝜏 𝛼1 = 𝛼2, 𝜏 𝛼2 = 𝛼1, 𝜏 𝛼3
= 𝛼3, 𝜏 𝛼4 = 𝛼4, 𝜏 𝛼5 = 𝛼5

𝜏に対応する

これを 𝜏 とすると，𝜏5 = 𝑒 です。𝐺 が

𝑆5 の部分群であることを考えると，𝜏は ～

𝜏 =
1
5
2
1
3
2
4
3
5
4

としましょう。

これを 𝜎 とすると，𝜎5 = 𝑒 です。𝐺 が

𝑆5 の部分群であることを考えると，𝜎は ～

𝜎 =
1
5
2
1
3
2
4
3
5
4

としましょう。

次に 𝑆5 = 𝜎, 𝜏 を示しましょう。

𝜏−1𝜎𝜏 = 23 , 𝜏−2𝜎𝜏2 = (34)
𝜏−3𝜎𝜏3 = 45 , 𝜏−4𝜎𝜏4 = (15)

次に 𝑆5 = 𝜏, 𝜎 を示しましょう。

𝜎−1𝜏𝜎 = 23 , 𝜎−2𝜏𝜎2 = (34)
𝜎−3𝜏𝜎3 = 45 , 𝜎−4𝜏𝜎4 = (15)

𝜏 =
1
4
2
3
3
5
4
2
5
1

であっても構いません。

この場合は，

𝜎 = 12 , 𝜏−1𝜎𝜏 = 54 , 𝜏−2𝜎𝜏2

𝜎 =
1
4
2
3
3
5
4
2
5
1

であっても構いません。

この場合は，

𝜏 = 12 , 𝜎−1𝜏𝜎 = 54 , 𝜎−2𝜏𝜎2

= 31 , 𝜎−3𝜏𝜎3 = 25 , 𝜎−4𝜏𝜎4 = (43)

𝑄 𝜁 は累巡回拡大 𝑄 𝜁 /𝑄 は累巡回拡大

1の原始 5乗根 𝜁36を

45𝑥 = 45 45𝑥 ≡ 45

ベキ根拡大 𝐾 𝑛 𝑎 は ベキ根拡大 𝐾 𝑛 𝑎 ∕ 𝐾 は

𝐺 ⊃ 𝜎 ⊃ 𝑒 𝐺 ⊃ 𝜎 ⊃ 𝑒

𝐿 のすべての 𝑥 について 𝐿 のすべての元 𝑥 について

1の 𝑛 乗根 1の原始 𝑛 乗根


